
毎日の買い物もSDGsを達成するための一歩となります。

SDGs を私たちの買い物から見てみよう
クイズの

答え

と解説

貧困をなくそう

う．牛乳パック1本分anser

世界には国際貧困ラインと呼ばれる1日1.9ドル
以下（約200円）での生活を強いられている人が
約10人に1人の割合でいます。
1.9ドルには、衣食住や薬など生きていく上で必
要なものがすべて含まれます。

飢餓をゼロに

あ．9人に1人anser

穀物は、世界中の人が食べられるほどの生産がさ
れているのに収穫効率の悪さ、輸送・貯蔵などが
要因になって十分な食事ができない人々がいます。
また日本では、国民1人がおむすび1個分のまだ食
べられる食品を毎日ゴミとして捨てています。

すべての人に
健康と福祉を

う．蚊anser

蚊はマラリア、デング熱などを媒介します。
両方治療することができますが、マラリアでは
年間2億人が感染し約43万人（推計）が亡くなり
ます。
それは十分な治療が受けられないことが原因だ
と考えられます。

質の高い教育をみんなに

い．サハラ以南のアフリカanser

日本では小学校、中学校と当たり前に教育を受け
ることができますが、「小学校に通えない子どもの
うち、半数以上の3,400万人がサハラ以南のアフ
リカの子どもたちです。」
「子どもが教育を受ける期間が1年延びるごとに、
彼らがおとなになってからの収入が10パーセント
増加します。」

ジェンダー平等を
実現しよう

う．3人に1人anser

現在のサハラ以南のアフリカでの子どもの花嫁は
25年前と比べて増えています。児童婚により「学
校教育を修了する可能性は減少し、家庭内で暴力
を受ける可能性が高まります。」また「10代の女の
子は20代の女性よりも妊娠中および出産時の合
併症で命を落とす可能性が高いです。」

安全な水とトイレを
世界中に

あ．1分に1人anser

水は生きていく上で欠かせないものですが、世界
の人口の29％(約3人に1人)は安全に管理された
水を飲むことができません。1分に1人の新生児、
2分に1人の5才以下の子どもが感染症で命を落
としています。

エネルギーをみんなに、
そしてクリーンに

う．18%anser

日本の再生可能エネルギーでの発電は、まだ18％
です。
太陽光や風力は燃料費がかからない代わりに、工事
費用や発電システムの導入に費用がかさみます。
また天候などによって発電量が左右されるので
安定した供給が難しいためなかなか導入が進ま
ないのかもしれません。

働きがいも、
経済成長も

い．ガーナanser

日本の約7割を占めるカカオ豆の輸入先である
ガーナでは、よおそ5人に1人の子どもが児童労
働を強いられています。
多くのカカオ豆を輸入している日本もこの問題
と無関係とは言えないでしょう。
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